
の
で
あ
る
。
平
地
の
戦
闘
は
全
く
な
い
。
山
か
ら
山
へ
の
山
岳
戦

で
あ
っ
た
。

私
は
昭
和
十
五
年
一
月
三
十
一
日
の
攻
防
の
と
き
、
大
隊
本
部

か
ら
伝
令
と
し
て
中
隊
長
へ
命
令
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
る
途
中
、

左
腕
に
機
関
銃
弾
を
受
け
衛
生
隊
に
収
容
さ
れ
た
。
命
令
は
衛
生

兵
の
手
を
経
て
中
隊
長
に
届
け
ら
れ
た
。

軍
医
の
診
断
の
結
果
、「
左
肘
間
接
骨
折
貫
通
銃
創
」
と
し
て

台
湾
送
還
と
な
り
七
月
退
院
、
原
隊
復
帰
後
、
召
集
解
除
と
な
り

二
年
五
カ
月
ぶ
り
に
我
が
家
に
落
ち
着
い
た
。

職
場
復
帰
後
二
年
目
、
企
業
合
同
の
た
め
に
新
会
社
が
設
立
さ

れ
転
出
し
た
。
六
十
八
歳
の
父
は
私
に
結
婚
を
す
す
め
た
が
、
い

つ
再
召
集
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
身
を
思
え
ば
結
婚
も
気
が
進
ま

な
い
。
し
か
し
、
た
っ
て
の
頼
み
に
は
勝
て
ず
結
婚
に
踏
み
切
っ

た
。
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

十
九
年
五
月
つ
い
に
再
召
集
令
が
き
た
。
既
に
二
児
の
父
親
で

あ
っ
た
。
入
隊
先
は
同
じ
台
歩
一
補
充
隊
砲
銃
隊
で
あ
っ
た
。
結

局
、
台
湾
で
八
月
十
五
日
を
迎
え
、
戦
わ
ず
し
て
敗
戦
と
な
り
九

月
一
日
召
集
解
除
、

妻
子
の
待
つ
疎
開
先
の
仮
住
居
に
復
員
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
十
三
年
間
の
思
い
出
深
い
台
湾
の
地
を
後

に
郷
里
熊
本
に
引
き
揚
げ
た
。

沈
思
黙
考
の
末
、
国
有
林
の
払
下
げ
を
受
け
て
製
炭
を
決
意
し

山
深
い
国
有
林
に
入
り
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
四
年
。
長
女
の
入

学
ま
で
に
は
学
校
の
近
く
へ
出
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
辛
苦
の
山
暮

し
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
老
父
の
急
死
、
第
三
児
の
出
生
等
々
あ
っ
た
が
、
昭

和
二
十
五
年
、
農
協
職
員
に
迎
え
ら
れ
辛
う
じ
て
山
暮
し
を
脱
出

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
農
協
在
勤
十
年
の
後
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
迎
え
ら
れ
、
店
の
拡
大
発
展
と
と
も
に
専
務
と
し
て
そ
の
責

を
果
た
し
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
病
を
得
て
退
職
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

湘
桂
作
戦
に
参
加
し
て　 

愛
知
県
　
近
藤
光
次
　 

昭
和
十
九
年
六
月
三
十
日
歩
兵
六
連
隊
に
召
集
、
七
月
二
日
午

前
二
時
、
軍
衣
袴
、
牛
蒡
剣
、
雑
嚢
、
外
被
、
巻
脚
袢
、
地
下
足

袋
に
て
名
古
屋
を
出
発
、
下
関
へ
。
関
釜
連
絡
船
ジ
グ
ザ
ク
航
行



に
て
釜
山
着
、
公
会
堂
に
一
泊
。
夜
明
け
に
貨
車
に
乗
車
、
直
ち

に
出
発
、
九
日
浦
江
着
、
揚
子
江
渡
河
、
南
京
兵
站
宿
舎
入
り
。

二
、
三
日
待
機
中
に
飯
盒
、
水
筒
、
小
銃
を
支
給
さ
れ
る
。

夕
方
乗
船
、
夜
間
航
行
、
夜
明
け
と
と
も
に
上
陸
、
退
避
、
の

繰
り
返
し
で
漢
口
着
下
船
。
行
軍
に
て
ヤ
ン
ズ
兵
站
宿
舎
に
向
か

う
。
貨
車
、
船の
ス
シ
詰
め
輸
送
の
た
め
足
の
弱
か
っ
た
我
々
は
、

「
夏
の
漢
口
は
雀
も
落
ち
る
」
と
い
わ
れ
る
七
月
の
炎
天
下
の
行

軍
で
日
射
病
続
発
、
石
油
タ
ン
ク
群
の
衛
兵
所
で
水
の
補
給
を
受

け
、
病
人
を
柳
の
日
陰
に
寝
か
せ
、
胸
を
広
げ
タ
オ
ル
で
水
を
た

ら
し
て
看
護
し
、
肩
を
貸
し
て
兵
站
宿
舎
に
入
る
。

宿
舎
で
待
機
中
各
兵
科
よ
り
弱
兵
を
募
り
暁
に
配
属
部
隊
を
編

成
す
。
小
田
兵
長
以
下
百
数
十
人
に
て
小
隊
を
編
成
、
同
地
発
、

漢
陽
一
泊
、
翌
日
よ
り
夜
間
航
行
に
て
夜
明
け
に
岳
州
着
、
以
後

洞
庭
湖
を
渡
り
湘
江
を
上
り
長
沙
、
湘
潭
着
。
対
岸
に
上
陸
、
宿

舎
に
入
り
、
翌
朝
よ
り
主
計
曹
長
の
指
揮
に
よ
り
食
糧
調
達
任
務

お
よ
び
警
備
に
つ
く
。

前
線
に
て
コ
レ
ラ
発
生
。
生
水
一
切
口
に
し
な
い
こ
と
、
必
ず

火
を
通
す
こ
と
、
下
痢
嘔
吐
あ
り
次
第
申
し
出
よ
、
等
々
の
通
達

あ
り
。

小
田
隊
一
部
を
残
し
て
易
俗
河
移
動
、
幸
各
隊
全
員
集
合
、
ブ

ン
ド
ウ
豆
の
大
倉
庫
を
宿
舎
と
し
た
。

毎
日
午
前
と
午
後
に
定
期
爆
撃
が
あ
り
、
昼
間
は
■
壷
に
入
り

仮
眠
、
夕
方
よ
り
追
及
部
隊
の
渡
河（
工
兵
隊
）

。
我
々
は
弾
薬
、

食
糧
、
被
服
等
の
荷
揚
げ
作
業
に
従
事
す
る
。
こ
れ
が
毎
日
の
繰

り
返
し
で
あ
る
。

毎
日
ブ
ン
ト
ウ
豆
の
塩
ゆ
で
を
食
べ
食
糧
不
足
を
補
っ
て
き
た
。

渡
河
中
軍
馬
、
車
両
、
戦
車
等
水
没
す
る
こ
と
あ
り
。

暁
、
幸
、
三
七
〇
二
、
小
田
隊
、
第
二
船
舶
輸
送
司
令
部
漢
口

支
部
気
付
に
て
手
紙
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。

軍
靴
の
支
給
あ
り
、

戦
闘
ま
た
は
移
動
の
と
き
以
外
は
使
用
禁
止
。
衛
兵
勤
務
、
作
業

は
地
下
足
袋
、
そ
れ
以
外
草
鞋
（
わ
ら
じ
）
を
作
り
使
用
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
藁
の
支
給
あ
り
。
二
十
年
の
正
月
は
易
俗
河
に

て
過
ご
す
。

一
月
株
州
、
衡
山
へ
先
発
隊
出
発
。

湘
江
の
支
流
に
後
送
患
者
を
待
機
さ
せ
入
船
を
待
つ
。
下
船
せ

る
便
乗
兵
の
中
に
豊
橋
出
身
の
近
藤
郵
便
局
員
が
お
り
、
作
業
終

了
後
班
内
に
て
内
地
の
事
情
、
特
に
三
河
大
地
震
の
あ
っ
た
こ
と

を
く
わ
し
く
知
ら
さ
れ
た
。
各
分
隊
一
週
間
の
交
代
に
て
、
司
令



部
の
裏
に
あ
る
五
〇
〇
㍍
く
ら
い
先
の
小
部
落
の
突
端
で
船
団
通

過
の
監
視
に
つ
く
。

第
二
先
発
隊
と
し
て
夕
方
衡
陽
へ
出
発
、
翌
朝
衡
山
着
、
先
発

隊
の
所
で
夕
方
ま
で
世
話
に
な
る
。
彼
ら
は
警
備
を
兼
ね
豚
、
鶏

を
飼
育
中
な
り
。

衡
陽
警
備
、
物
資
陸
揚
げ
、
野
戦
病
院
の
使
役
等
行
う
。
二
十

年
八
月
、
松
山
兵
長
以
下
十
余
人
、
工
兵
隊
長
の
指
揮
下
で
患
者

護
送
船
団
を
作
り
、
指
揮
艇
に
警
乗
兵
と
し
て
同
乗
。
そ
の
他
の

艇
は
二
階
建
て
に
改
造
し
患
者
を
乗
船
さ
せ
、
夕
方
長
沙
に
向
け

下
る
。
毎
朝
数
人
の
死
亡
者
を
埋
葬
処
理
し
つ
つ
下
る
。

長
沙
に
て
患
者
下
船
中
空
襲
。
し
か
し
敵
機
は
伝
単
び
ら
を
撒

い
た
だ
け
で
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
で
ソ
連
の
参
戦
を
知
る
。

七
月
に
長
沙
に
上
陸
し
た
時
は
無
人
の
街
で
あ
っ
た
の
に
、
復
興

目
覚
ま
し
く
大
都
会
の
感
あ
り
。

病
院
へ
患
者
を
届
け
、
帰
り
に
郵
便
局
で
近
藤
局
員
に
会
う
。

易
俗
河
を
引
き
あ
げ
て
来
た
と
の
こ
と
、
無
事
を
喜
び
あ
う
。
元

気
だ
ね
、
俺
た
ち
は
衡
陽
へ
上
る
と
い
っ
て
別
れ
た
。

岳
州
へ
出
発
。
ド
ラ
ム
缶
を
満
載
、
闇
夜
の
洞
庭
湖
で
水
路
の

目
印
に
し
た
タ
ル
を
見
失
い
、
一
晩
中
走
り
続
け
元
の
所
へ
戻
っ

て
来
た
。
湘
潭
近
く
よ
り
空
襲
も
な
く
、
隊
長
の
命
令
に
よ
り
昼

間
航
行
に
切
り
換
え
る
。

八
月
十
八
日
衡
陽
着
、
直
ち
に
四
人
一
組
に
て
長
い
坂
道
を
肩

に
か
つ
い
で
荷
揚
作
業
。
司
令
部
に
報
告
、
ご
苦
労
、
戦
争
は
終

わ
っ
た
。
解
散
の
一
言
な
り
。

翌
朝
司
令
部
よ
り
、
明
日
漢
口
へ
出
発
せ
よ
、
と
の
命
令
。

八
月
二
十
日
、
帆
前
船
に
て
船
団
を
組
み
、
各
船
に
暁
の
操
船

兵
二
人
を
配
備
し
た
。
私
は
、
松
本
上
等
兵
と
と
も
に
警
乗
兵
と

し
て
乗
船
、
湘
江
を
下
る
。

急
に
後
方
で
チ
ェ
コ
銃
の
音
。「
左
後
方
土
手
の
敵
を
攻
撃
せ

よ
」
と
上
等
兵
の
声
。
土
手
に
見
え
る
動
く
も
の
へ
応
戦
中
、
上

流
の
指
揮
艇
よ
り
「
一
隻
が
集
中
攻
撃
を
受
け
て
い
る
。
応
援
の

た
め
引
き
返
せ
」
の
伝
令
。
被
害
船
の
近
く
に
上
陸
し
、
一
夜
警

備
。
大
き
な
木
造
船
で
船
足
が
遅
い
の
で
、
集
中
攻
撃
を
受
け
数

人
の
戦
死
者
が
出
た
ら
し
い
。
全
く
犬
死
だ
。
翌
朝
、
船
を
捨
て

分
散
乗
船
し
て
下
る
。

九
月
十
五
日
、
漢
口
上
陸
。
同
時
に
住
人
に
襲
わ
れ
、
持
ち
物

を
奪
わ
れ
る
。
先
に
い
た
戦
友
が
飛
ん
で
来
て
「
発
砲
す
る
な
」

「
発
砲
す
る
と
銃
殺
さ
れ
る
ぞ
」
と
言
う
。
何
も
せ
ず
に
固
ま
っ



て
い
る
ば
か
り
な
り
。
保
安
隊
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
で
い
る
。
宿
舎

ま
で
行
軍
、
宿
舎
内
は
住
民
が
自
由
に
出
入
り
出
来
、
時
計
、
そ

の
他
貴
重
品
を
見
れ
ば
奪
い
、
手
出
し
は
も
ち
ろ
ん
、
口
出
し
も

出
来
な
い
有
様
な
り
。

九
月
二
十
日
ご
ろ
武
装
解
除
。
街
の
中
心
部
へ
移
動
。
共
同
便

所
、
防
空
濠
の
汚
物
を
揚
子
江
へ
捨
て
に
行
く
。
作
業
の
往
復
に

は
石
や
物
を
投
げ
ら
れ
た
。
毎
日
、
こ
の
作
業
を
続
け
た
。

四
、
五
日
の
行
軍
に
て
湖
北
省
黄
崗
県
団
風
花
園
保
に
移
動
、

軍
行
路
建
設
工
事
に
従
事
。
民
家
の
土
間
に
藁
を
敷
い
て
暮
ら
し

一
冬
を
過
ご
す
。

二
十
一
年
五
月
、
復
員
の
た
め
移
動
、
九
江
よ
り
無
蓋
車
に
て

上
海
へ
。
特
別
市
政
府
三
階
に
待
機
、
六
月
博
多
上
陸
、
復
員
。

（
後
記
、
昭
和
十
五
年
宣
昌
作
戦
と
比
べ
て
）

南
京
を
出
て
か
ら
の
制
空
権
の
無
い
悲
し
さ
。
終
戦
ま
で
の
一

年
余
は
も
ぐ
ら
生
活
だ
っ
た
。
弾
薬
、
食
糧
等
思
う
ほ
ど
輸
送
も

進
ま
ず
。

衡
陽
で
は
反
転
途
中
、
六
連
隊
長
に
空
襲
の
合
い
間
を
見
て
申

告
を
す
ま
す
。
大
隊
砲
小
隊
を
訪
ね
一
別
以
来
の
戦
友
に
会
い
喜

び
を
と
も
に
す
る
も
、
大
川
が
退
避
が
遅
れ
て
敵
機
の
機
銃
掃
射

で
戦
死
。
患
者
後
送
中
い
か
に
多
数
の
兵
士
が
コ
レ
ラ
で
死
ん
だ

こ
と
だ
ろ
う
。
手
当
て
の
仕
様
が
な
い
。

易
俗
河
の
ブ
ン
ド
ウ
豆
。
河
北
省
で
は
ハ
ス
リ
貝
そ
の
他
カ
エ

ル
、
ヘ
ビ
、
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
を
食
べ
た
。
四
月
ご
ろ
よ
り
暖
か
く

な
り
、
軍
服
の
裏
地
、
毛
布
そ
の
他
下
着
ま
で
売
っ
て
命
を
つ
な

い
で
来
た
。
も
う
一
度
冬
を
過
ご
し
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
か
・
・
・
・
。

浙
■
大
作
戦
体
験
記　 大

阪
府
　
北
口
功
忠
　 

私
は
昭
和
十
五
年
九
月
五
日
、
鳥
取
中
部
第
四
十
七
部
隊
第
九

中
隊
に
入
営
す
。
同
年
兵
は
直
ぐ
北
支
に
派
遣
さ
れ
、
私
は
初
年

兵
教
育
の
た
め
、
同
年
兵
よ
り
約
一
年
遅
れ
て
、
初
年
兵
と
と
も

に
昭
和
十
六
年
三
月
十
五
日
宇
品
港
を
出
港
、
三
月
十
九
日
に
塘

沾
港
に
上
陸
、
三
月
十
七
日
河
北
省
石
門
に
到
着
、
三
月
二
十
四

日
河
北
省
鉅
鹿
県
鉅
鹿
到
着
、
部
隊
全
員
と
合
流
す
。

我
々
の
毎
日
の
勤
務
は
、
粛
正
討
伐
で
あ
る
。
日
本
側
に
つ
く




